
建設業の人材確保に向けた懇談会 概要報告 
 
上記懇談会につきまして、下記の通りご報告致します。人材確保に向けた参考資料と

してお役立て下さい。 

 
記 

 
主催：北海道商工会議所連合会、北海道建設業協会、建設産業専門団体北海道地区連

合会 

 
日時：平成２７年１月２３日（金）１３：３０～１５：００ 

 
場所：北海道経済センタービル 3 階 特別会議室 B 

 
内容：業界の現状と課題や取り組み、行政の取り組み、業界に対するイメージ、就職

の考え方等について懇談 
 
出席：保護者、道教育庁、道建設部、道建協、建専連北海道、札建協、道商連、札幌

商工会議所、江別商工会議所 

 
内容：保護者から提起された課題は以下の通り 

・ 建設業出前講座は工業高校生だけを対象としても、人材確保に広がりが出

ない。普通科こそ情報少なく、出前講座をやるべきではないか？ 
 

・ 業界の３K イメージを変えようとする取り組みはドンドン発信するべき。

冬季の収入面や積雪ない地域への期間出張仕事なのか？など情報発信が足

りていない。 
 

・ TV「ビフォーアフター」「アスコーマーチ」は子供も見ており、建築士等

への憧れに繋がっている。人材確保につなげられないか？ 
 

・ 建設業界の知人等は仕事減など苦労話が多く、周囲は悪いイメージが先行

する。 
 

・ 「この施設の建築に携わった」とエピソードはうらやましい。建設業は成

果が永く残るので、もっとイメージを良く出来る方法があるのでは？ 
 

・ 小学生等の仕事体験は重要でこの年齢時期に「ものづくり」を体験させる

べき。現状、仕事体験イベントは希望しても抽選などで参加できない場合

が多く、機会提供が不十分。技能フェスの認知度が低く、もったいない。 
 

・ 小学生の夏冬休みの自由工作を手伝ってあげれば建設業のイメージアップ

に繋がるのでは？小学生は女の子も「ものづくり」に興味がある。 



・ 東京オリンピックは社会資本整備が促進されるなど市民イメージが良く、

建設業もその役割を PR するべき。 
 

・ 建設業は学歴優先で工業高校卒では資格がないと働けない、とのイメージ。

また、管理者は高学歴で末端になるほど厳しい仕事のイメージが強い。 
 

・ 母親は、自分が身近に見ている仕事を我が子に進める場合が多いのでは？

母親の就職決定権が強い場合が多い、との調査結果はその通りと思う。 
 

 
 

その後の自由懇談では 
・道内全域でインターンシップに取組んでいる中、受入企業募集は現場対応な

ので、建設業の受入れ先を確保して欲しい、との声があれば建設業に受入を

お願いする場合もあると思う（行政） 
 
・近所関係も希薄化して隣人がどんな仕事の人かわからないようでは、子供た

ちの仕事の興味も薄れる。昔は先生もいろいろな業界の仕事内容を知ってい

たが、現在は、先生が様々な仕事を知らない事で就職が一定の業種に偏り易

い可能性があるのでは？インターンシップの受入現場を見ると、業界の仕事

を説明できない先生もいる（業界） 
 

   ・専門工事業はモノづくりの楽しさを PR しなくてはならない。先生方も、力

学などの学問だけではなく、現場のことも知ってほしい。現場では、人に使

われ、人を使う、が、この人間関係の教育が足りない（業界） 
 

・更衣室・トイレ問題を解決しないと女性は嫌がる（保護者） 
 
・新卒者の就職率ばかり注目され「定着率」はあまり気にされない。仕事をす

ぐやめてしまう環境は問題であり、企業、学校、保護者が協力し改善するべ

きではないか？（業界） 
 
・自分（親）の仕事も残業などで楽ではないが、我が子は身近で見ていること

で仕事の理解をし、なりたい職種の一つに入れている。厳しい＝やりたくな

い、と考えるのではなく、更に情報発信が必要ではないか？（保護者） 
 

 

 

 

 

 

 

お問合せ （一社）北海道商工会議所連合会 業務推進部 吉川  

      電話 011-241-6308 








